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第一章 DSP/BF53xボードの概要 

1.1 仕様 
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の性能。 
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• 30万画像 CMOS CCD(OV7640)ｘ1 
• 音声入出力(WM8731)ｘ1 
• MMC/SDカードのソケットｘ1 
• RS232, SPI, PPI(ビデオ入出力), SPORT1(音声拡張),  RTC, JTAG  

搭載した OS  
 
 

uClinux-2.6.22  
 
 
 
 

• ブートローダは U-boot-1.1.6 

外形寸法  

• 外形寸法: 130×90(mm) ※突起物は除く 

供給電源  

• 5VDC電源、プラグ 1.3mmφ、極性はセンタープラス です。電源スイ

ッチと電源指示 LED付き 
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ブロック図 
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0xFF90,8000 – 0xFF9F,FFFF 
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0xFFA0,8000 – 0xFFA0,FFFF INSTRUCTION SRAM 
0xFFA1,0000 – 0xFFA1,3FFF INSTRUCTION SRAM/CACHE 
0xFFA1,4000 – 0xFFAF,FFFF RESERVED 
0xFFB0,0000 – 0xFFB0,0FFF SCRATCHPAD SRAM 
0xFFB0,1000 – 0xFFBF,FFFF RESERVED 
0xFFC0,0000 – 0xFFDF,FFFF SYSTEM MMR 
0xFFE0,0000 – 0xFFFF,FFFF CORE MMR 

 
PF & 割り込みの配分 

PF0 ソフト I2Cの SDA 
PF1 ソフト I2Cの SCL 
PF2 SPI_FLASH（M25P80）の CS 
PF3 PPI_FS3 
PF4 SDカードの挿入割り込み 
PF5 SDカードの Lock 
PF6 NAND_FLASHの BUSY 
PF7 SDカードの CS 
PF8 未使用 
PF9 未使用 

PF10 DM9000AEの割り込み 
PF11 ISP1362の割り込み 
PF12 PPI17 
PF13 PPI16 
PF14 PPI15 
PF15 PPI14 
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1.2 使えるデバイス例 
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SD/MMCメモリ 外付けハードディスク 

USBシリアルポート 

NTSC/PALビデオカメラ 
 

※ 付属のドライバ以外は、使えない可能性があります
2GBまでの
n.co.jp 

USBマウス

。 
とキーボード 
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第二章 DSP/BF53xがパソコンを繋ぐ 

2.1 パソコンを繋ぐ  

 

付属 DB9 メ
ス型 RS232
ケーブル 

赤 
黒 

付属 DB9メス型 RS232カーブルを間違わないように DSP/BF53xボードの RS232ポート
に挿入して、RS232ケーブルでパソコンのシリアルポートを繋いでください。 

 

パソコンに RS232ポートがなければ、USB-RS232変換アダプタを使用してください。 

※ USB-RS232変換アダプタ別売 
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2.2 パソコン側のハイパーターミナルの設定  

パソコンのメニュー：スタート  すべてのプログラム  アクセサリ  通信  ハイ
パーターミナルを選ぶと、次の画面が出てきます。 

 
 
このハイパーターミナルの名前を入力して、"OK"ボタンを押すと。 

 
 
使用したいシリアルポートを選んでください。 
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シリアル通信速度を 57600bpsに設定してください。フロー制御はなしです。 
 
"OK"ボタンを押すと、設定が完了します。 
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第三章 uClinuxの初体験 
USBメモリ  

 
 
 
 

5V電源 
電源ス

イッチ 

LAN ケ
ーブル 

SDカード  
 
 
 
 

パソコンを繋ぐ

RS232ケーブル
 
 
 

DSP/BF53xボードが動く様子 
 

第二章の通りに動作環境を設定して、DSP/BF53x ボードに電源を入れると、U-Boot の画
面が出てきます。3 秒間以内キーを押せなければ、自動的に uClinux をブートローダしま
す。 
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3.1 USBメモリの使用 

USBメモリを USBホスト又は USBハブに挿入して、次のコマンド： 
root:/> mkdir /mnt/udisk 
root:/> mount -t vfat /dev/sda /mnt/udisk 
root:/> ls /mnt/udisk 
 

3.2 SD/MMCメモリの使用 

SD/MMCメモリは SD/MMCスロットに挿入して、次のコマンド： 
root:/> mkdir /mnt/sd 
root:/> mount -t vfat /dev/spi_mmc1 /mnt/sd 

※ 最大 2GBまでの SD/MMCメモリが使えます。 
 

3.3 Nand flashの使用 

起動の時、uClinuxは自動的に Nand flashをディレクトリ/mnt/flashにマウントしました。
Nand flashに保存されたファイルは電源がなくでも残っています。 
root:/> umount /mnt/flash 
root:/> mount -t yaffs2 /dev/mtdblock1 /mnt/flash 
 

3.4 RTCの設定 

root:/> date 080618472008.34  #今の時間を設定します：2008-8-6 18:47:34 
root:/> hwclock –w            #今の時間を BF53xの RTCに保存します。 
root:/> hwclock –s             #起動の時、Linux時間をBF53xのRTCから回復します。 
 

3.5 ネットワークの設定・テスト 

root:/> dhcpcd eth0 -t 0&       #IPアドレス自動的に取得する。 
root:/> ifconfig eth0 192.168.3.50 netmask 255.255.255.0 up  #手動的取得する。 
root:/> route add default gw 192.168.3.1        # ゲートウェイの設定 
root:/> echo nameserver 192.168.3.1 > /etc/resolv.conf   # DNSの設定 
root:/> ping www.yahoo.co.jp    #ネットワークのテスト 
 

http://www.yahoo.co.jp/
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3.6 FTPでファイルをアクセス 

root:/> ftpget -u a -p a 192.168.0.80 local-file remote-file 
または 
root:/> ftp 192.168.0.80 

 

 

3.7 音声のテスト 

root:/> mp3play your.mp3     #MP3ファイル 

root:/> play -srw -f 48000 48k.wav  #WAVファイル 

 
root:/> echo 100 > /proc/asound/wm8731L/wm8731_vol 
音のボリュームの調整、100は最大、0は最小です。 
 
root:/> audio_test      #MICのテスト 
root:/> vrec -rw -t 10 -s 48000 -b 16 test.wav      #録音 
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3.8 CMOS画像センサーのテスト 

 
写真のようなジャンパーを設定して、CMOSセンサーの上に付属レンズを載せてください。 
 
DSP/BF53xのコンソールで次のコマンドを入力します。 
root:/> imgview 192.168.0.80 
 

※ 192.168.0.80はパソコンのIPアドレスです 
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パソコンでPCserver.exeを実行してください。パソコンはCMOSセンサーのビデオを見えま

す。 
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第四章 NTSC/PALビデオカメラ 

 

NTSC/PAL ビデ
オカメラのプラ

写真のようなジャンパーを設定して、NTSC/PALビデオカメラを挿入してください。 
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DSP/BF53xボードの起動の時、3秒間以内キーを押すと、U-bootのコンソールに入ります。
U-boot で NTSC/PALビデオカメラのドライバを含む uClinuxを更新します。 
 

1. ネットワークの環境の設定： 

bfin> setenv serverip 192.168.0.80       #DSPBF53xボードの IPアドレスの設定 
bfin> setenv ipaddr 192.168.0.50         #サーバの IPアドレスの設定 
bfin> setenv gatewayip 192.168.0.1       #ゲートウェイの IPアドレスの設定 
bfin> saveenv                          #環境変数の保存 
bfin> ping 192.168.0.80                 #ネットワークのテスト 
 

2. TFTPでファイルをダウンロードする： 

uClinuxのイマージファイルをサーバから tftpでダウンロードしてください。 
bfin> tftp 1000000 uImage_CVBS 

※ uImage_CVBSはNTSC/PALビデオカメラのドライバを含むuClinuxの
イマージファイルです。 
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ファイルのダウンロードの時、「checksum bad」のメッセージがあるかもしれません。
U-bootは自動的に再転送しますので、心配することが必要ないです。 
 

3. NAND Flashに書き込む 

まず、NAND Flashを検査します。NAND Flashの中に bad areaがあるかもしれません。 
bfin> nand scrub 
 
ダウンロードしたファイルを NAND Flashに書き込みます。 
bfin> nand write.jffs2 1000000 0 400000 

 
書き込み完了すると、DSP/BF53xボードをリセットして、新uClinuxで起動するはずです。
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3.8節の通りに、NTSC/PALビデオカメラの画像をパソコンで見えます。 
 

4. ほかの U-bootの常用コマンド 

bfin> printenv        #すべての環境変数をリストする 
bfin> setenv envname # envnameの後ろにパラメータがなければ、envnameを削除する 
bfin> help            #U-bootのコマンドをすべてリストする 
 

第五章 uClinuxの開発 

1. 開発ツールのインストール 

# rpm –Uvh blackfin-toolchain-08r1-8.i386.rpm 
# rpm –Uvh blackfin-toolchain-uclibc-full-08r1-8.i386.rpm 

※ 使いやすいため、「export PATH= $PATH: /opt/uClinux/bfin-uclinux/bin: 
/opt/uClinux/bfin-linux-uclibc/bin」を.bashrcファイルに入れてください。 

※ 最新のBF53xの開発ツールはウェブサイトhttp://blackfin.uclinux.org/からダ
ウンロードできます。 

 

2. hello worldプログラム 

ソースコード hello.c 

#include <stdio.h> 
int main() 
{ 
 printf("Hello, World¥n"); 
 return 0; 
} 

 
 
 
 
 
 
 
ソースコードをコンパイルします。 
$ bfin-uclinux-gcc -Wl,-elf2flt hello.c -o hello 
 
実行ファイル helloを生成させます。DSP/BF53xボードで実行すると 
root:/> ./hello 
Hello, World 
詳しい情報はhttp://docs.blackfin.uclinux.org/doku.phpを参照してください。 

http://blackfin.uclinux.org/
http://docs.blackfin.uclinux.org/doku.php
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